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　〈目的＞i251－TSHと甲状腺TSH　receptorとの結

合の研究はTSHの作用機序やreceptorの性状分析、バ

セドウ病患者血清中の異常甲状腺刺激物質の検討に有

用である。assay法は米国のAmirらの方法と英国の

Smithらの方法が発表されているが両者はreceptorの

精製法、buffer、　incubationの温度等が非常に異なり

assayのsensitivityも前者は1MU，後者はo．01～o．1

mUと差があると同時に血清中の刺激物質の影響も全

く異なっている。にもかかわらず両者の方法を比較検

討した報告はない。今回我々は両者の原法でassayを

確立し　両者の差を明らかにするため条件を一つずっ

入れかえてassayの結果に及ぼす影響を検討した。

〈方法＞Amirらの方法は原法に従いsucrose　discon－
tinuous　grad　ientで精製したn㎜brane　fracti㎝を用いTris

㎞fferpH　7．4又はphosphate　buffer　pH6．oで4℃で

inc吻teした。　Shii・thらの方法も原法通りに甲状腺

h㎝ogenateの150009　Pelletを「r’r　i　s－NaC　1　buffer　rH

7．5で37°Cでincubateした。　tracerは一度15000g　pe－

11etに結合させて精製した純化1251－TSHを用いた。

B／F分離はいずれの方法でも遠沈により行なった。次

にtracerの純度の影響、　bufferのpHの影響、温度の影

響等を分析するためお互いの条件を人れかえて検討し

た。史に37CでincubateするSmithらの方法ではtrac－

erの崩壊やreceptor蛋白の膜からの遊離、変性が関与

する可能性があるのでB／F分離後の上清中のTCA　prec－

ipitable，　PEGprecipitableの分画について検討した。

〈結果＞1）sensitivity：Amirらの方法では10mUで

displac㎝entが見られPierceの牛TSHを用いた場合

sensitivityはlmUまで改善された。一方Smithらの

方法ではo．1mUで有意の結合の減少が見られ両者とも

ほほOriginalの報告に近い結果を得た。2）tracer
　　　　　　　　　125及ひpHの影響：純化　　1－TSHを用いたりbufferを交

換してもそれぞれのsensitivityの改善は見られなか

った。3）温度の影響：Am　irらの方法を37Cで行な

ったりSmithらの方法を4℃で行なうとsensitivity

は低下した。4）TCAprecipitation及びPEG　pre　c　ip・－

itation：TCAではほぼ90％のprecipitationがあり

PEGprecipitationも低くて温度によるtracerの崩壊

及びreceptor蛋白の遊離・変性は否定的であった。

〈結論〉いくつかの方法によって両者のsensitivity

の差の原因について検討したが　それぞれの原法がや

はりそれぞれの方法について最適の条件であることが

示唆された。
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　我々はこれまで，TSHの甲状腺レセプターへの結合

を利用したTSHのradiorecept・r　assayを用いることによ

り，バセドウ病患者血中の異常甲状腺刺激物質LATS，

LATS－P・・tect・・などのm・itr・の測定が可能であること

を報告してきた。このTSII結合阻害物質（TSH　－Binding

Inhibit・r　lmmun・g1・b・lms；以下TBII）の意義を明らか

にするため今回は131　1療法后のバセドウ患者における

TBIIおよびLATSにつき検討した成績を述べる・
　対象は甲状腺機能充進症にてBII療法后4年～21年

経過し遠隔調査のため来院した患者55例である。血中

T，，T、，　T3－RSU，　TSH濃度の測定を行い，さらに一一

部の患者にはTRH負荷試験，99m　Tc　2mC1静注による

T、一抑制試験を実施した。TBIIは血清のr一グロプリ

ン分画を用いてTSHのradi・recept・r　assayにより，　L－

ATS活性はMcken・ie法にて測定した。

　TBIIは55例中9例（16％）に陽性で，未治療バセ
ドウ病患者（60％）に比し，131　1療法后にはTBIIの

険出率に有意の低下が認められた。TBII陽性の9例

はいずれも血中甲状腺ホルモン濃度が高値のもの，あ

るいはなお抗甲状腺ホルモン剤服用中の患者で未治癒

と考えられる症例であり，13ll療法后甲状腺機能低下

症に移行した症例ではTBIIは検出されなかった。一

方TBII陽性9例を含む21例にてLATSを測定した
がLATSはTBII陽性の2例においてのみ陽性であり，

TBII陽性にもかかわらずLATS陰性例が多数認めら

れ，TBIIとLATSの間には相関は認められなかった。

　バセドウ病患者において1311療法后TBIIの検出率

が有意に低下し，TBII陽性例はなお未治癒と考えら

れる症例が多いことよりTSHの・adi・recept・・ass∂yを用

いたTBIlの測定はバセドウ病131　1療法后の治癒の判

定の指標となる可能性が示唆された。
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